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   In the previous study, conceptability of the vesiculectomized guineapigs was studied, 

in which it was found that normal fertilization between femal guinea-pig and male 

guinea-pig up to 10 months after vesiculectomy was possible without detailed observation 

producing any congenital malformation on the newborn. In the present study, a systemic 
on the histology of the testis was carried out on the guinea-pigs 6, 9, 10, 14, 15, 18, and 

19 months after vesiculectomy. The results are as follows 

   1) During 5-6 months after vesiculectomy, granular secretion in the seminiferous 

tubules was markedly increased, while it was decreased 9-10 months after vesiculectomy. 

   2) The function of seminal formation was gradually impeded 10 months after 

vesiculactomy and at the same time degeneration and a decrease in the Sertoli cell were 
found. The marked dysfunction in the process of Spermatozoal formation and degenera-

tion of the interstitial cells were found 19 months after vesiculectomy.

1)緒 言

余は精嚢腺の生物学的研究の1環 として,第

1編 に於て精嚢腺別出海狽の受胎能力について

検 し,精 嚢腺別 出後10ケ 万迄の海摂に於て交配

雌 の正常妊娠は可能であり,旦 産仔にも何等碕

型を認めなかつた事実を報告 した.

本篇に於 ては,第1編 の実験に供 した精嚢腺

捌 出海摂を長期間飼育 し,そ の睾丸組織像を月

日を追つて検討 した.

畢丸は男子性機能の中枢的位置を占めるもの

であり,造 精機転及び男性 ホルモンの分泌を司

ることは周知の事実である.即 ち,畢 丸組織は

精細管及び間質細胞より構成 され,前 者は脳下

垂体前葉からのFSHに より精子形成過程を,

後者 はICSH(L.H)の 支配 下に 男性 ホルモ

ンの分泌 を営む と考え られている,

男 子副性器 として性 機能 に関与す る前立 腺及

び精嚢腺 は男性 ホノLモンの支配下 にあ り,体 内

に於 け る男性 ホルモ ンの活動 に よつて鋭敏 なる

機能 の変動 を示す ものであ る。

睾丸除去 の精嚢腺に及ぼす影響 については古

来,数 多 くの実験が行われてを り,そ の重量測

定が内分 泌物質 の一測定法 として応 用 され てい

ることも周知 の事実で ある.然 しなが ら精嚢腺

別 出の睾丸組織に及ぼす影 響についての実験 は

極 めて少数者 によつて,且 つ断片的 に報告 され

ているに す ぎない.即 ち,Steinach,LR.

MUIler(1912)1),Hirsch(1923)2),3)等 は成
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熟雄ラツテの去勢実験と共 に,精 嚢腺捌出の畢

丸に及ぼす影響についても検し,睾 丸に萎縮を

来たすと述べているが,本 邦に於ては岡本(19

40)3)は 精嚢腺別出ラツテの60日内外に互 る実

験に於ては交尾能力は正常状態を維持 し,畢 丸

そのものに対 しても何等の変化を与えなかつた

と論じている.

斯 くの如 く精嚢腺別出による睾丸組織の検討

は精嚢腺別出後短期間中に而かも極めて断片的

に報告されているにすぎず,余 の通覧 した丈献

に於ては,此 の系統的な精細な観察を行つた報

告は見 出し得なかつた.

ここに於て,余 は精嚢腺別出海狽の畢丸組織

が長期間の月日を経過した場合,精 嚢腺の別出

によつて如何なる影響をうけるものであるかを

日を追つて検 し,極 めて興味ある所見を得たの

で報告する.

丑)実 験 動 物

本篇の実験に供した動物は,第1篇 の実験に引続き

長期間飼育した成熟雄精嚢腺別出海狽であつて,そ の

各々に対し精獲腺別出後,一 定の時日を経たのち睾丸

Biopsyを 施行した.

皿)実 験 方 法

精嚢腺別出海狽を術後一定期間飼育ののち,家 兎解

剖用固定器に脊位に固定し,陰 嚢部の剃毛及び消毒を

厳重になし,無 菌的操作のもとに皮膚切開を加え,更

に睾丸被膜に小切開をなし,圧 出した睾丸実質を小轡

勢刀にょり切除し,切 除後被膜及び皮膚を絹糸にて縫

合する方法をとつた.此 の場合,精 系動脈等睾丸支配

の動静脈の障碍を与えることなき様に注意した.

採取した組織片は通常米粒大とし,直 ちにブァン液

により固定し,ヘ マ トキシン,エ オヂン重染色を施し

て観察した。又同時に対照として生後同年月より飼育

せる未処置海瞑の睾丸組織像を精検した.

IV)実 験 成 績

正常成熟海狽の睾丸組織像

成熟海狽の畢丸では剖検の時期によつて多少の変動

は認められるが,著 明に発達した精細管を認め,管内に

は旺盛な精子形成過程が存在する.即 ち精祖細胞より

精子に至る全ての細胞が均等に存在し,そ の配列も規

則正しく,精 子は内腔に遊離するか又は精細管壁の細

胞層へその頭部を附着して多数認められる.内 腔の分

泌穎粒は別出時の状態によって多少の変動はあるが,

一般に少く少数の線維性物質が網状に染色されるに止

つていることが多い.脚 細胞及び問質の状態は正常人

体の畢丸組織像と大差を認めない(附 図1.2.)

精嚢腺別出後6ヵ 月の畢丸組織像

造精機転は存在するが,性 細胞がその各段階に於て

一部分裂を中止して崩壊した所見が認められる.精 細

管腔内には,こ れらの崩壊物と見られる穎粒状又は線

維状の分泌物が充満し,此 等の分泌物中に上記精母細

胞,精 子細胞等が造精機転を営む細胞層より遊離 して

散在性に存在する部分も認められる.又 此等分泌物が

精細管腔内に充満するため,造 精機転を営む細胞層は.

精細管周辺に圧迫されている.然 しかかる所見と共に

大部分には正常の造精機転 も存在し,正 常精子も多数

存在する,間 質細胞,脚 細胞は対照成熟海狽の睾丸組

織像の所見と大差を認めない.即 ち,精 嚢腺別出6カ

月の海狽ではその精細管は多量の願粒状の分泌物の充

満によつて1部 の造精機転に軽度の障碍が認められ,

又その性細胞の配列がやや不規則となるが尚妊孕に必

要な精子の生産は充分に認められる.此 の分泌物の充

満が精嚢腺別出によつておこる精子輸送路の機械的変

化によるものか又は,精 嚢腺別出による内分泌不平衡

に因するかは此等の組織像からは明らかにし得ない.

然 し精嚢腺の別出によつて睾丸分泌物の貯溜所がなく

な り,そ の射精管への自然排泄の調節が不充分な為に

かかる充満を来たしたとも考えられる.

何れにしても此等分泌物の充満は造精機転に多少の

影響は与えても精子形成能を障碍する程のものではな

いと云い得よう(附 図3.4.)

精嚢腺別出後9ヵ 月の睾丸組織像

別出後6ヵ 月の睾丸組織像と大差を認めないが,所

々によつて穎粒状分泌物は更に増加し,分 泌物中に存

在する細胞は染色性に乏しく且つ形態 も不規則となつ

ている.第1次 精母細胞は対照に比し著明に存在し,

又1部 には精子細胞の集団が精細管腔内に充満する所

見も認められる。即ち造精機転は別出6ヵ 月の標本と

同様1部 に於て阻止の所見を認めるが,精 子形成能は.

充分に保たれてお り,脚 細胞にも変化なく,間 質細胞

のほか間質全体にも異常を認めない(附 図5 .6.)

精藝腺別出後10ヵ 月の睾丸組織像

精細管内の穎粒状分泌物は,別 出6,9カ 月のもの

に比しやや減少している.即 ち精細管内は線維素様物

質及び顯粒状物質でみたされているが,一 般に明るく

その中に精母細胞,精 子細胞が各々孤立して遊出して

いるのが認められる(附 図78 .)此 等 の遊離性細

胞が尚分裂途中のものか否かは明らかでないが ,1部
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には此等の細胞のまま崩壊 した状態 も存在する.即 ち

精母細胞及び精子細胞の空胞形成像が所々に認められ

る。造精機転の各段階の細胞の配列が不規則とな り,

管腔の壁上近く精子細胞が存在した り,或 は管腔中央

部に精母細胞が多数存在した りしている,然 しながら

造精機転は依然として完全に認められ,此 等遊離細胞

及び崩壊細胞と混在した形で多数の精子が存在する.

脚細胞は多少その数を減じ,又 その染色性もやや弱く

なつた感をうけることが特徴的である.間 質細胞を始

め間質全体としては異常を認めない.即 ち精嚢腺別出

後10ヵ 月の標本では6及 び9ヵ 月に認められた如き穎

粒状分泌物は減少するが,性 細胞の遊離崩壊はむしろ

その数をまし,又 脚細胞に軽度ながら退行性変化が認

められた,

精嚢腺捌出後14ヵ 月の睾丸組織像

精細管腔内に別出後6,9,10ヵ 月の標本に於て認

められた穎粒状分泌物は著明に減少し,管 腔中央部に

は少数の精子 及び遊離性 細胞が認められるにすぎな

い.造 精機転は一応存在するが,精 母細胞が著しく減

少してお り,殆 んどが精祖細胞,精 子細胞,精 子によ

りなつているが精子数も明らかに減少している.一 見

して別出6,9,10ヵ 月後の標本に比して寧ろ正常の

組織像に近い所見に帰つている様であるが,上 記変化

と共に全体として性細胞はその数が減じ,且 つ各細胞

間の間隙は麩粗となつている。脚細胞は更に減少して

いるが,1部 基底膜より管腔内にその細胞層が絨毛状

に著明に突出する状態として存在する.間 質は著変な

く,間 質細胞にも異常を認めない.即 ち,造 精機転の

1部 障碍による精母細胞,精 子の減少と脚細 胞 の変

性,減 少が特徴的所見と云いうる(附 図9.10.)

精嚢腺別出後15ヵ 月の睾丸組織像

捌出後15ヵ 月になると畢丸には急激に著明な変化が

認められる.明 らかに造精機転は障碍され,性 細胞数

は少く14ヵ月の場合同様,精 母細胞は殆んど認められ

ない.然 し精子は少数ながら管腔内に認められ,精 子

形成能は軽度ながら尚残存すると考えられる.精 細管

腔内の分泌穎粒は更に少くな り,性 細胞間の間隙は懸

粗となつている.脚 細胞は依然減少し,管 壁の所々に

散在性に認められるにすぎない.尚 間質組織並びに間

質細胞には著変を認めない(附 図11.12.)

精嚢腺別出後18ヵ 月の睾丸組織像

尚造精機転は存在するが,別 出後15ヵ 月の場合と同

様,性 細胞は全体に少く,且 つ細胞間隙は粗とな り,

精母細胞は殆んど認められない,精 細管内には尚少数

の成熟精子を認めるが,こ れと混在して線維素様物質

が認められる.脚 細胞は更に減少し,残 存するものも
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核は染色性に乏しく明らかに退行性変化として認めら

れる.問 質組織並びに 間質細胞には著変を認めない

が,1部 硝子様変化を起す部分 も存在する(附 図13.

14.)

以上別出後18カ 月迄の変化で特に目立つ点は脚細胞

の減少,変 性とそれと平行して認められる造精機転の

変化である.特 に精母細胞が少 くな り,精 祖細胞より

精母細胞への分裂過程が殆んど認められなくなる点が

特異的である.精 細管腔内の穎粒状分泌物は一時増加

するが,10ヵ 月 目頃より漸次又減少する.従 つて一見

精細管の変化は別出前の状態に帰つた如き感を与える

けれども,精 細な観察を行うと上記所見が認められる

ものである.然 し造精機転は尚 不完全 ながら認めら

れ,精 子形成能は完全に 障碍されて おるとは 云い難

く,全 標本に易11出後15,18ヵ 月の場合でも尚少数の精

子を認めうる.間 質組織,間 質細胞には概ね著変を認

めないが,捌 出後18ヵ 月に至つて始めて軽度の硝子模

変性が認められるものである.

精爽腺別出後19ヵ 月の睾丸組織像

精嚢腺別出後19ヵ 月に至ると急激に著明な変化が認

められる.造 精機転は別出後18ヵ 月の状態に比較 して

高度に障碍され,精 細管腔内には散在性に精祖細胞,

精子細胞の存在を認めるのみでそれも基底膜とは大部

分離れて遊離の状態で精子は殆んど認められず,受 精

の可能性は殆んど考えられない.脚 細胞も1部 に変性

像を認めるのみで更に減少し,精 細管腔内は上記少数

の性細胞と線維素様物質が極めて散在性に存在してい

るにすぎない.間 質細胞は1部 に寧ろ肥厚像を示し,

その部分に軽度の淋巴球の浸潤を認めるが,間 質は全

体として易U出後18カ 月に比し硝子様変性が高度となつ

ている.即 ち捌出後18ヵ 月迄は僅か乍ら精子形成過程

が認められ,受 精能の消失は完全に否定し得ない状態

にあつたが,19カ 月 目では明らかにその障碍を認め得

た訳で,精 藝腺別出の影響は19ヵ 月目にして始めて完

全な造精機転の障碍として認められた訳である(附 図

15.16.)

V)総 括並びに考按

以上海瞑に於て精嚢腺を捌出した後,別 出後

の月日を追つて検査した睾丸組織の状態を概述

したが,此 の実験成績を総括すると次の如 くで

ある.先 づ別出後6.9ケ 月には精細管腔内の

穎粒状分泌物が増加し,性 細胞が1部 分泌物中

に遊出する現象が認められる.

基底膜 より遊出せる細胞がそのままの状態で
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更に精子迄の分裂過程をたどるものか否かは速

断し難いが,分 泌物中に此等性細胞の崩壊物 と

みられる物質の存在する事実より考えて恐 らく

分裂過程を見ることなく変性するものではない

かと考えられる.然 し一般に造精機転は充分に

保たれてを り,成 熟 精子も多数 認められる点

は,余 の第1編 の妊孕実験の結果から考えても

当然である.脚 細胞には此の時期には何等変化

を認めず,間 質及び間質細胞にも著変は存在 し

ない.別 出後10ケ 月になると上記分泌物はやや

減 少する,此 の時期の特徴は他の時期に比して

精母細胞が数多く認められる点である,性 細胞

の管腔内への遊出は更に増加し,そ の1部 には

空胞形成等明らかな退行性変化が認められ,叉

性細胞の配列が分裂の段階に準ぜず不規則とな

る.然 し依然造精機転は存在し,成 熟精子も多

数認められ此の時期での受精能は充分に保持さ

れている事を推知し得る.脚 細胞は此の時期か

ら軽度乍ら退行性変化を示し始めるが,間 質並

びに間細胞には著変を認めない.別 出後14ケ 月

目になると10ケ月迄認められた精細管腔内の穎

粒状分泌物は,著 明に減少し,一 見正常睾丸組

織像に回復 したかの感を与えるが,10ケ 月目に

多数認められた 精母 細胞は著明に減少してい

る.此 等各段階の性細胞の多寡は正常海狽に於

て も性週期,性 交後によつて多少共変動するも

のであるが,精 嚢腺別出海瞑に於て認められた

変化は正常範囲以上のものであり.その点,別 出

の影響によるものと老えざるを得ない.別 出後

ユ5ケ月に至ると精細管内の分泌物は更に少くな

り,又10ケ 月目に見られた精母細胞は減少して

殆 ど認められない,叉 性細胞数は全体として著

明に減少する.然 し一応の造精機転は残存する

が,こ の状態での受精能の有無は標本の観察の

みからは速断し難い.脚 細胞は更に減少し散在

性に認められるにすぎない様になる.捌 出18ケ

月では造精機転の障碍度は15ケ 月と同様である

が,性 細胞間の間隙は粗となり,脚 細胞は更に

減少する,又 この時期に間質の1部 に硝子様変

性 像が認 められ始める.全 体として捌出後18ケ

月迄は多少の障碍はあつても造精機転は不完全

ながら保たれている.別 出後19ケ 月目になると

畢丸組織 には著 しい変 化を示 し,少 数 の精祖細

胞,精 子細胞が管 腔内に認 め られ るのみで精細

管 内は此 等散 在性 に存在す る性細 胞 と少数 の変

性脚細 胞の他 は少量 の線維状 分泌物 が認 められ

るにすぎない.間 質細胞は一部 は寧 ろ肥厚像を

示 し,そ の部分 に軽度 の細胞浸 潤 をともなつ て

いる.即 ち19ケ 月 に至 つて造精機 転は完全に障

碍 され,受 精能は明 らかに否定 しうる状 態 とな

つている.

以上 要約す ると精細管内の穎粒状分 泌物 は別

出後6～9ケ 月目には増加 し,そ れ によると思

われ る種kの 影響が認 められ るが,10ケ 月後は

漸 次,減 少 して14ケ 月以後は寧 ろ正常像 より少

くなる.精 細管内 分泌物の増減が如何な る因子

に よる ものか は明 らか にし得な いが,10ケ 月以

後 に叉漸次減少す る点か ら考えて精嚢腺別 出に

よる内分泌学 的影響 と云 うよりも寧 ろ精嚢湶に

於て吸収 さるべき畢丸分 泌物 が別 出に よつて精

細 管内に充満停 滞 した と考 えるならば,精 嚢腺

の吸収機能 の存在 を裏付 ける上 に も甚 だ興 味あ

る点であ る.

精 嚢腺 の吸収機能 につ いてはExnerの 報 告

を以 て 嗜矢 とす る,そ の後K6nigstein(190

8)4)の 組 織学的検索,Martin,Pulidos)(1928)

の解 剖学的検討が あり,更 には稲 葉(1934)6',

Hermann(1934)7)Boeminghatisu.Baldus

(1934)8)等 に よるExner吸 収 説の再確 認の報

告が ある.そ の他 細菌(僑 本,1924)9}色 素 剤

(前 田,192810》,片 岡,193711)),造 影 剤(松

見,194012〕13》 後 藤,194914)1:')),薬 剤(沢

田,194316),八 塚,195010,『 大 付,1952is),

三 矢,成 田等,195219),高 橋,195420) ,小 松

195521),木 内,195722))等 の 吸収機能 が認 め

られてい るが,石 神(1950)23)は 異 種蛋 白,

内 分泌物質(イ ンシユ リン,ア ドレナ リン)の

吸収 を確認 した事実か ら宮 川氏 の云 え るが如 き

精 嚢内容液が吸収 されExhormonの 作 用をな

す か どうか は速断 し難いが,少 くとも吸収実験

結果 より睾丸で生産 された 分泌物 の1部 は精嚢

内で吸収 され,そ れが全身的 に何等か の因子 と

して働 いているであろ うと推察 している .さ て

造精機転 は漸次障碍 の度 を増すが10ケ 月迄 は完



水ロー精嚢腺の生物学的研究(第 皿編)

全に受精能は保たれていると考えられる.叉,

興味あることは此の障碍の程度と平衡 して脚細

胞の変性減少を認めた事である.

即ち,一般に脚細胞はL.H.の 分泌に関与し,

その分泌物は造精機転に影響を与え る も の と

の考えは,古 くより諸家のによつて想像されて

いた所であるが,以 上の事実は脚細胞の造精機

転に対する意義 を考える上に極めて重要な事実

と考えられ る.叉 かかる脚細胞 の変性,減 少及

びそれによる造精機転の障碍が精嚢腺の別出に

よつて生じた事は甚だ興味ある点 と思われる.

上述の如 く精嚢腺は睾丸分泌物を吸収し,そ

れが一種の内分泌的作用をなすであろう事は既

述の如 くExnerの 吸収説以来想像されていた

所であるが,吸 収機能は認め得ても生理作用を

裏付けるべき証明は なされて いない.只 片岡

(1937)に よつて精嚢内容物の血圧下降作用,

発育促進作用を認めているにすぎない.こ の点

以上の事実は精嚢腺の吸収機能及びそれによる

全身的影響を推論する上に極めて重要な事実で

ある.

一方別出による影響としては精嚢腺の分泌機

能の消失 も老えねばならない.此 の点について

は国重(1938)24)は 牡牛精嚢中のLipoid様 物

質を幼若雄鶏に投与し,そ の鶏冠発育促進,体

重の増加,諸 活動性の充進を認めている他は精

細な報告は認められない.

精嚢腺別出によつて起つた上記睾丸組織の変

化が精嚢腺の吸収機能の欠除によるものか,或

は叉分泌物の消失によるものかは本実験の結果

のみからは速断し難いが,分 泌物の全身的影響

も考慮外にはおき得ない.余 は先に第1編 に於

て精嚢腺を易IJ出しても省易1」出後10ヵ 月迄は妊孕

が可能である事実を報告 した.本 実験の結果は

一見第1編 の実験結果と矛盾するが如 く見える

が余の妊孕実験に供した海狽は全て別出後10カ

月迄のものであり,そ の時期迄の睾丸組織像は

充分に造精機転は保たれており寧ろ上記事実を

裏付けるべき結 果 が得 られたものである.精

嚢腺別出による影響は上述の如 く易ll出後10ヵ 月

以後に於て漸 く顕著となり,19ヵ 月以後に明ら

かな造精機転の障碍が認められるもので,此 の
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時期には既に妊孕力は消失 していると考えられ

る.

精嚢腺はその分泌物が単なる精液の1部 とし

て働 くにすぎないか,或 は全身的に何等かの生

理作用を示す ものかは現在迄明らかにされてお

らなかつたが,別 出10カ 月以上を経た場合には

精嚢腺の別出は造精機転に障碍を与えると云う

実験結果は,精 嚢腺の全身的生理作用を認める

上に極めて重要 と考えられる.省 此の作用が精

嚢腺の分泌物の消失そのものによるものか或は

畢丸分泌物の吸収の停止によるすのかについて

は遺憾乍ら本実験結果のみからは明らかにし得

ないが,此 の点街追求すべぎ点と思推される.

尚対照 として幼若雄海猿(生 後14日)の もの

についても同様の実験を行つたが,畢 丸組織像

の変化は大体成熟海狽に於けるものと同様の結

果を得た(附 図17.18.)

vr)結 語

成熟雄海狽の精嚢腺 を別出 し,そ の睾 丸組織

を月 日を追つて観察 した.

1)精 嚢 腺別 出後5～6ヵ 月には精細管の穎

粒状 分泌物は著 明に増 加す るが,9～10ヵ 月頃

より寧 ろ減少す る.

2)精 嚢 凍別 出後10ヵ 月より造精 機転は漸 次

障碍 され,そ れ と平衡 して脚 網胞 の変性,減 少

が認め られ る.別 出後19ヵ 月 には著明 な精子形

成過程の障碍 と間質細胞の変 化を認め る.

尚終始,御 指導,御 校閲を戴いた恩師石神教授に満

腔の謝意を表すると共に,御 激励を戴いた栗原教授に

深謝する.

本論文の要旨は第51回 近畿皮膚科,泌 尿器科集談会

に於て発表した.
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附図4精 嚢腺別出後6ヵ 月10×40,H.E
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附 図5精 藝 別 出 後9ヵ 月10×10,H.E
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附 図6精 嚢 腺易lj出後9ヵ 月10×40,H.E
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附 図9精 嚢 腺 別 出後14ヵ 月10×10,H.E

附 図11精 嚢 腺易ij出後15ヵ 月10×10,H.E
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附 図8精 爽腺 別 出 後10カ 月10×40,H.E

附 函10精 嚢 腺易11出後14ヵ 月 10×40,H.E
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附 図12精 藝腺 別 出 後15カ 月10×40,H.E
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